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Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
、
第
六
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
）
及
び
「
我
々
の
世
界
を
変
革
す
る
：
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
向
け
た
我
が
国
の
開
発
政
策
に
関
す
る
決
議

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

参
議
院
政
府
開
発
援
助
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

本
年
は
、
我
が
国
の
外
交
、
国
際
開
発
協
力
及
び
国
内
の
諸
政
策
の
向
上
を
図
る
上
に
お
い
て
歴
史
的
な
年
で
あ
る
。
五
月

二
十
六
、
二
十
七
両
日
に
は
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
我
が
国
伊
勢
志
摩
の
地
で
、
ま
た
、
八
月
二
十
七
、
二
十
八
の
両
日
に
は
第
六

回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
）
が
初
め
て
ア
フ
リ
カ
、
ケ
ニ
ア
の
地
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
昨
年
十
二

月
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
二
十
一
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

）
で
採
択
さ
れ
た
「
パ
リ
協
定
」
を
踏
ま
え
た
環
境
・
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気
候
変
動
へ
の
取
組
も
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
昨
年
十
二
月
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
が
発
足
し
、
六
億
二
千
万
人

の
欧
州
共
同
体
を
上
回
る
巨
大
市
場
が
誕
生
し
た
。
一
方
、
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
五
年
目
の

節
目
を
迎
え
た
中
、
熊
本
県
な
ど
で
大
規
模
地
震
が
頻
発
し
、
多
く
の
人
々
が
生
命
や
生
活
の
基
盤
を
失
う
な
ど
、
人
間
の
安

全
保
障
の
実
現
を
世
界
に
訴
え
て
き
た
我
が
国
の
真
価
が
問
わ
れ
る
年
で
も
あ
る
。

加
え
て
本
年
は
、
「
我
々
の
世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
（
二
〇
三
〇
ア
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ジ
ェ
ン
ダ
）
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
は
、
「
人
間
、
地
球
及
び
繁
栄
」
の
た
め
の
行
動
計
画
で
あ
り
、
「
我
々
の
世
界
を
変

革
す
る
」
た
め
の
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
か
つ
包
括
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
る
。
こ
の
実
現
に
は
、
旧
来

の
「
南
北
」
の
二
分
法
を
乗
り
越
え
、
全
て
の
国
・
地
域
、
市
民
社
会
、
民
間
セ
ク
タ
ー
等
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

よ
る
支
え
合
い
、
学
び
合
い
の
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。

昨
年
、
戦
後
七
十
年
を
迎
え
、
世
界
平
和
へ
の
貢
献
を
改
め
て
誓
っ
た
我
が
国
は
、
平
和
憲
法
や
人
間
の
安
全
保
障
、
二
〇

三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
踏
ま
え
、
国
の
在
り
方
を
自
ら
省
み
、
自
己
改
革
を
な
す
こ
と
を
通
じ
て
世
界
に
範
を
示
し
つ
つ
、
こ
う

し
た
諸
課
題
へ
の
取
組
に
お
け
る
牽
引
役
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

政
府
に
お
い
て
は
、
以
上
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
国
際
開
発
協
力
及
び
国
内
諸
政
策
に
関
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
適
切

な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
持
続
可
能
な
開
発
へ
の
取
組
の
基
本
姿
勢

持
続
可
能
な
開
発
と
は
経
済
、
社
会
、
環
境
に
お
い
て
「
将
来
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
つ
つ
、
現
在
の
世
代
の
ニ
ー

ズ
も
満
た
す
開
発
」
と
定
義
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
開
発
と
は
「
開
発
（
か
い
ほ
つ
）
」
に
由
来
し
、
人
々
が
各
自
の
可
能
性

を
内
発
的
に
開
花
さ
せ
、
生
産
的
か
つ
創
造
的
な
人
生
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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人
々
の
生
命
保
護
と
能
力
向
上
に
よ
り
全
世
界
を
「
恐
怖
と
欠
乏
」
か
ら
解
放
し
よ
う
と
い
う
人
間
の
安
全
保
障
の
理
念

は
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
も
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
念
を
い
か
し
な
が
ら
、
政
府
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
十

七
の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
及
び
百
六
十
九
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
含
む
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
完
全
に

実
現
し
て
い
く
た
め
に
指
導
力
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
政
府
は
、
市
民
社
会
等
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
全
国
民
の
参
加
を
促
進
し
つ
つ
、
政
策
立
案
、
実
施
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評

価
、
説
明
責
任
と
透
明
性
の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

二
、
貧
困
削
減
、
格
差
・
不
平
等
の
解
消
及
び
適
切
な
雇
用
の
確
保

貧
困
・
格
差
問
題
は
全
世
界
的
な
問
題
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
開
発
の
最
優
先
課
題
で
も
あ
る
。
絶
対
的
貧
困
層
が
世
界

人
口
の
六
分
の
一
に
上
る
一
方
、
世
界
の
富
の
半
分
を
百
人
以
下
の
人
た
ち
が
独
占
し
て
い
る
と
い
う
分
析
も
あ
る
中
で
、

我
が
国
に
つ
い
て
も
、
人
口
の
六
分
の
一
が
相
対
的
貧
困
状
態
に
あ
り
、
ジ
ニ
係
数
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
中
十
番
目
に
高
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
世
界
の
絶
対
的
貧
困
層
を
削
減
し
、
各
国
定
義
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
次
元
の
貧

困
状
態
に
あ
る
全
て
の
年
齢
の
人
々
、
特
に
女
性
、
子
ど
も
の
割
合
を
半
減
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
質
の

高
い
雇
用
を
生
み
出
す
産
業
の
振
興
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
、
公
平
な
社
会
の
実
現
に
資
す
る
税
制
や
社
会
保
障
制
度
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の
構
築
な
ど
、
国
内
外
に
お
い
て
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

三
、
飢
餓
の
削
減
と
過
剰
な
生
産
・
消
費
の
抑
制

世
界
で
は
い
ま
だ
に
約
八
億
人
弱
が
飢
餓
状
態
に
あ
る
。
一
方
、
我
が
国
は
世
界
の
年
間
食
糧
援
助
総
量
三
百
二
十
万
ト

ン
を
は
る
か
に
上
回
る
六
百
四
十
二
万
ト
ン
の
食
料
を
廃
棄
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
政
府
は
、
国
連
が
二
○
三
○
年
ま
で

に
小
売
・
消
費
レ
ベ
ル
に
お
け
る
世
界
全
体
の
一
人
当
た
り
の
食
料
の
廃
棄
を
半
減
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
唱
え
る
生
産
性
向
上
、
生
態
系
維
持
、
災
害
適
応
能
力
向
上
、
持
続
可
能
な
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
確
保

な
ど
に
よ
る
「
足
る
を
知
る
経
済
」
、
「
少
欲
知
足
」
型
社
会
へ
の
転
換
を
促
す
取
組
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

四
、
テ
ロ
、
紛
争
へ
の
平
和
的
対
応
、
及
び
日
本
在
住
外
国
人
へ
の
包
摂
的
対
応

自
由
、
民
主
主
義
、
法
の
支
配
、
人
権
等
が
人
類
普
遍
の
価
値
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
る
一
方
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
世
界
的

に
多
発
し
、
国
際
社
会
へ
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
テ
ロ
へ
の
対
応
や
紛
争
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
司
法
や
法
執
行
、
外
交

な
ど
武
力
に
よ
ら
な
い
手
段
を
第
一
と
す
べ
き
で
あ
り
、
平
和
憲
法
を
有
す
る
我
が
国
は
、
引
き
続
き
非
軍
事
的
な
貢
献
を

行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
テ
ロ
や
紛
争
の
根
底
に
あ
る
貧
困
・
格
差
や
移
民
等
へ
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
等
を
な
く
し
、
社
会

的
包
摂
に
取
り
組
む
ほ
か
、
我
が
国
に
居
住
す
る
外
国
人
に
つ
い
て
も
、
多
文
化
共
生
の
た
め
に
基
本
的
人
権
に
留
意
し
た
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措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
人
道
主
義
の
見
地
か
ら
、
難
民
の
受
入
れ
に
つ
い
て
も
国
民
的
議
論
を
積
極
的
に

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

五
、
地
球
温
暖
化
・
気
候
変
動
へ
の
取
組
及
び
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

我
が
国
は
、
世
界
の
気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
に
当
た
り
、
「
京
都
議
定
書
」
の
取
り
ま
と
め
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
。
引
き
続
き
、
我
が
国
が
こ
の
問
題
へ
の
対
応
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
世
界
に
貢
献

し
て
い
く
た
め
、
昨
年
合
意
し
た
「
パ
リ
協
定
」
に
基
づ
き
、
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
二
〇
一
三
年
度
比
で
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
二
十
六
％
削
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
有
す
る
知
見
と
経
験
を
、
国
際
開
発
協
力
等
を
通

じ
て
世
界
に
広
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
太
平
洋
島
嶼
国
に
つ
い
て

は
、
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
等
を
踏
ま
え
、
「
太
平
洋
環
境
共
同
体
」
の
更
な
る
推
進
に
向
け
て
努
力
す
る
。
気
候
変
動
の

要
因
緩
和
と
対
策
能
力
の
抜
本
的
な
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
陸
上
で
の
生
態
系
保
持
と
森
林
保
護
、
砂
漠
化
防
止
、
深
刻
な

水
不
足
へ
の
対
応
な
ど
環
境
に
お
け
る
十
全
の
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
持
続
可
能

性
の
観
点
か
ら
、
二
酸
化
炭
素
を
大
量
に
排
出
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
水
素
、
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
、
波
力
等
を
活
用
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
安
価
で
か
つ
信
頼
で
き
る
供
給
を
実
現
す
る
支
援
等
も
含
め
、
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必
要
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

六
、
防
災
へ
の
更
な
る
取
組
と
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

災
害
に
対
す
る
我
が
国
の
知
見
や
経
験
を
世
界
と
共
有
し
て
い
く
た
め
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
国
連
防
災
世
界
会
議
に
お
い

て
策
定
さ
れ
た
「
仙
台
防
災
枠
組
二
〇
一
五
―
二
〇
三
〇
」
の
目
標
実
現
に
向
け
、
十
全
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。
同
時

に
、
現
下
の
課
題
で
あ
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
完
全
復
興
や
熊
本
地
震
の
救
援
・
復
興
に
早
急
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

今
後
予
想
さ
れ
る
東
南
海
地
震
や
首
都
直
下
型
地
震
へ
の
「
人
命
・
暮
ら
し
・
健
康
と
、
個
人
・
企
業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

国
の
災
害
リ
ス
ク
及
び
損
失
の
大
幅
な
削
減
」
な
ど
、
防
災
に
お
い
て
世
界
を
牽
引
す
べ
き
で
あ
る
。

七
、
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
と
イ
ン
フ
ラ
危
機
へ
の
対
応

我
が
国
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
強
み
の
一
つ
に
経
済
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
ア
ジ
ア
諸
国
等
途
上
国
の
開
発
に
大

き
く
寄
与
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
限
ら
ず
、
民
間
や
そ
の
他
公
的
資
金
（
Ｏ
Ｏ
Ｆ
）
等
に
お
い
て

も
、
包
摂
性
、
持
続
可
能
性
、
強
靱
性
を
兼
ね
備
え
た
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
進
め
る
た
め
、
「
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
義
務
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
他
方
、
我
が
国
の
イ
ン
フ
ラ
も
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
抜
本

的
な
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
維
持
管
理
・
更
新
に
は
膨
大
な
予
算
を
要
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
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技
術
革
新
に
よ
る
長
寿
命
化
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
の
質
の
向
上
を
図
る
。
一
方
、
自
然
環
境
が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
活
用
す

る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
も
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
我
が
国
同
様
の
危
機
は
他
国
で
も
想
定
さ
れ
、
我
が
国
の
教
訓
を

踏
ま
え
た
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
行
わ
れ
る
よ
う
働
き
掛
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

八
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
を
中
核
と
し
た
保
健
分
野
へ
の
支
援
の
推
進

我
が
国
は
、
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
（
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド
）
の
設
立

に
寄
与
す
る
等
、
国
際
保
健
分
野
の
政
策
で
世
界
を
牽
引
し
て
き
た
。
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
も
同
分
野
に
お
い
て
引

き
続
き
指
導
力
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
り
、
特
に
、
万
人
が
安
全
で
効
果
的
か
つ
質
が
高
く
安
価
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
」
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）
を
実
現
す
る
た
め
、
現
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
対
話
に
基
づ
く
実
効
性
あ
る
制
度
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
、
建
設
的
な
提
案
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
地
球
規
模
で
の
新
た
な
感
染
症
の
脅
威
が
高
ま
る
中
で
、
早
期
対
処
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
基
盤
と

な
る
保
健
シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
国
内
外
に
お
け
る
保
健
危
機
克
服
の
た
め
、
保
健
財
政
支
出
の
増

額
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
増
額
、
国
際
機
関
へ
の
拠
出
増
な
ど
、
保
健
分
野
へ
の
投
資
を
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
。

九
、
包
摂
的
で
質
の
高
い
教
育
の
実
現
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教
育
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
能
力
を
開
花
さ
せ
る
、
持
続
可
能
な
開
発
の
中
心
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
人
権

の
一
つ
で
あ
る
。
「
万
人
の
た
め
の
教
育
」
（
Ｅ
Ｆ
Ａ
）
実
現
に
向
け
て
、
「
す
べ
て
の
人
に
包
括
的
か
つ
公
正
な
質
の
高

い
教
育
を
確
保
し
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
促
進
す
る
」
た
め
に
世
界
の
八
億
人
弱
の
非
識
字
者
の
解
消
、
障
害
者
・
少
数
民

族
、
紛
争
下
の
人
々
等
脆
弱
な
立
場
に
置
か
れ
や
す
い
人
々
へ
の
包
摂
的
で
質
の
高
い
教
育
の
た
め
の
国
際
開
発
協
力
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
我
が
国
で
も
、
貧
困
、
障
害
、
い
じ
め
、
外
国
人
等
様
々
な
理
由
に
よ
り
十
分
な
教
育
を
受
け
ら

れ
な
い
人
々
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
に
留
意
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
取
組
を
強
化
す
べ
き

で
あ
る
。
子
ど
も
・
若
者
へ
の
投
資
の
増
大
を
図
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で
最
低
レ
ベ
ル
の
教
育
へ
の
財
政
支
出
割
合

を
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
水
準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

十
、
少
子
高
齢
化
対
策
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
地
域
開
発
及
び
国
際
社
会
へ
の
貢
献

我
が
国
の
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
は
世
界
的
に
見
て
も
高
い
水
準
に
達
し
、
深
刻
化
し
て
い
る
。
他
方
、
少
子
高
齢
化
へ

の
取
組
の
好
事
例
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
会
場
に
ほ
ど
近
い
大
紀
町
で
は
、
高
齢
者
が
有
機
栽

培
に
取
り
組
み
、
自
給
自
足
、
朝
市
に
よ
る
収
入
向
上
や
健
康
増
進
、
地
域
社
会
の
強
靱
化
に
努
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
活

力
あ
る
高
齢
化
の
取
組
は
我
が
国
に
お
け
る
地
方
創
生
と
し
て
の
面
だ
け
で
な
く
、
今
後
、
同
様
に
都
市
化
や
高
齢
化
が
進
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む
途
上
国
等
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
「
地
元
の
智
慧
」
の
好
例
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
認
知
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
医
療
面
や
地
域
で
の
取
組
な
ど
の
好
事
例
を
発
信
・
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

十
一
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
持
続
可
能
な
開
発
の
達
成－

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
に
向
け
て

ア
フ
リ
カ
で
は
、
国
際
資
源
価
格
の
下
落
に
よ
る
成
長
率
の
落
ち
込
み
や
、
感
染
症
の
流
行
、
暴
力
的
過
激
主
義
の
拡
大

な
ど
開
発
を
妨
げ
る
事
象
も
生
じ
て
い
る
。
我
が
国
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
通
じ
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
把

握
し
、
誠
実
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
支
援
を
一
層
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
資
源
依
存
経
済
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、
全
て
の

人
々
に
経
済
成
長
の
果
実
が
届
く
よ
う
、
国
際
開
発
協
力
、
民
間
投
資
等
に
加
え
、
学
び
と
技
術
力
を
重
視
し
た
包
摂
的
で

質
の
高
い
教
育
の
普
及
、
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
実
現
、
草
の
根
の
力
を
い
か
し
た
産
業
化
の
促
進
、
所
得
分
配
機
能
の
強
化
等
の
支
援

を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
連
合
に
よ
る
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
六
三
」
の
採
択
に
鑑
み
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
プ
ロ
セ
ス
と
調
和
さ
せ
、
真
の
自
立
へ
の
支
援
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

十
二
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
資
金
調
達
と
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
、
腐
敗
、
汚
職
の
防
止

タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
や
腐
敗
、
汚
職
に
よ
っ
て
開
発
資
金
が
適
切
に
使
わ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
必
要
な
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資
金
を
収
奪
し
巨
大
な
損
失
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
法
制
度
整
備
や
国
際
的
監
視
体
制
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
強
化
し
有
効
な
資
金
活
用
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
、
Ｇ
７
諸
国
が
主
導
し
、
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
対
Ｇ
Ｎ
Ｉ
比
〇
・
七
％
目
標
の
達
成
に
取
り
組
む
ほ
か
、
地
球
規
模
で
の
富
の
再
分
配
と
、
人
間
の
安
全
保
障
に
の
っ

と
っ
た
国
際
開
発
協
力
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
捻
出
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
国
際
連
帯
税

等
の
革
新
的
資
金
調
達
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
の
設
立
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

十
三
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
及
び
透
明
性
の
確
保
、
説
明
責
任
と
国
民
参
加

政
府
は
、
二
○
三
○
ア
ジ
ェ
ン
ダ
実
現
に
向
け
て
、
政
策
の
立
案
や
実
施
、
支
出
等
の
透
明
性
の
確
保
を
果
た
す
た
め

に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
ほ
か
、
国
民
参
加
の
下
で
同
ア

ジ
ェ
ン
ダ
を
推
進
す
る
司
令
塔
の
設
置
、
市
民
社
会
等
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
包
括
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

確
保
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
「
二
○
三
○
ア
ジ
ェ
ン
ダ
白
書
」
（
仮
）
の
刊
行
、
「
あ
い
ち
・
な

ご
や
宣
言
」
の
完
全
実
施
と
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
」
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
振
興
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
我

が
国
の
持
続
可
能
な
開
発
研
究
を
リ
ー
ド
し
世
界
に
発
信
す
る
た
め
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
○
三
〇
拠
点
（
連
合
）
大
学
」

（
仮
）
の
指
定
、
科
学
技
術
研
究
予
算
の
持
続
可
能
な
開
発
分
野
へ
の
重
点
配
分
、
持
続
可
能
な
開
発
関
連
学
会
等
と
の
連
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携
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
本
決
議
文
が
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
議
論
を
主
導
す
べ
き
で

あ
る
。

右
決
議
す
る
。


